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良夜れうやとは今宵こよひならむ。今宵は陰暦いんれき七月十五夜なり。月清つきゝよく、風かぜ涼すゞし。

夜業やげうの筆を擱さしおき、枝折戸しをりど開あけて、十五六歩ぽ邸内ていないを行けば、栗の大木たいぼく真黒まつくろに茂る辺ほとりに出いでぬ。其その蔭かげに潜ひそめる井戸あり。涼気れうき水みづの如く闇中あんちうに浮動ふどうす。虫声ちうせい䗹々じゞ。時々とき〴〵白銀しろがねの雫しづくのポタリと墜おつるは、誰たが水を汲みて去りしにや。

更に行ゆきて畑はたけの中に佇たゝずむ。月は今いま彼方かなたの大竹薮おほだけやぶを離れて、清光せいくわう溶々やう〳〵として上天じやうてん下地かちを浸し、身は水中に立つの思おもひあり。星の光何ぞ薄うすき。氷川ひかわの森も淡くして煙けぶりと見みふめり。静かに立ちてあれば、吾わが側そばなる桑の葉、玉蜀黍たうもろこしの葉は、月光げつくわうを浴びて青光あおびかりに光り、棕櫚しゆろはさや〳〵と月に囁さゝやく。虫の音ね滋しげき草を踏めば、月影つきかげ爪先つまさきに散り行く。露のこぼるゝなり。籔の辺あたりには頻しきりに鳥の声す。月の明あかきに彼等の得眠えねぶらぬなるべし。

開ひらけたる所は月光げつくわう水みづの如く流れ、樹下じゆかは月光げつくわう青あをき雨の如くに漏りぬ。歩ほを返かへして、木蔭を過すぐるに、灯火ともしびのかげ木この間まを漏もれて、人の夜涼やれうに語かたるあり。

枝折戸しをりど閉とぢて、椽えんに踞きよす程ほどに、十時も過ぎて、往来わうらい全まつたく絶へ、月は頭上に来きたりぬ。一庭ていの月影つきかげ夢ゆめよりも美びなり。

月は一庭の樹じゆを照てらし、樹は一庭の影を落し、影と光と黒白こくびやく斑々はん〳〵として庭にはに満みつ。椽えんに大おほいなる楓かへでの如き影あり、金剛纂やつでの落せるなり。月光げつくわう其その滑なめらかなる葉の面おもに落ちて、葉は宛さながら碧玉へきぎよくの扇あふぎと照てれるが、其上そのうへにまた黒き斑点はんてんありてちら〳〵躍おどれり。李樹すもゝの影の映うつれるなり。

月より流るゝ風かぜ梢こずえをわたる毎ごとに、一庭の月光げつくわうと樹影じゆえいと相抱あひいだいて跳おどり、白はく揺ゆらぎ黒こくさゞめきて、其中そのなかを歩ほするの身みは、是これ無熱池むねつちの藻もの間まに遊あそぶの魚うをにあらざるかを疑うたがふ。
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OEBPS/Text/nav.xhtml

  
    Guide


    
      		本文


      		目次


    


  
  
    Table of contents


    
      		良夜


    


  


